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 台風15号、台風19号で、亡くなられた方々
に哀悼の意を表したいと思います。

 また、被災された方々の一刻も早い復興を
祈念しております。



今年の台風19号の被害は大き
かった

多くの河川で、越水した

河川の容量を超える雨が降った



降水強度も強くなった

 1時間１００ｍｍを超す強雨が頻繁に起き
るようになった

 強風被害 千葉県のケース



今年の夏も暑かった！

 東日本では、比較的涼しい7月であったが
、下旬から8月になると急に暑くなった



気候が変わってきている！

 多くの人が、最近の気候は昔と違っている
、と感じている

 地球温暖化の影響があると考えるべき



パリ協定のもとでは

 各国が自発的に削減目標を申告し、

 5年ごとに進捗状況を検証し

 対応策を変化させてゆく

 温暖化の影響を「見える化」

 行動に積極的に参加すること

 いずれにせよ、観測と数値モデルの発展
が不可欠



気候変動に関するモデル開発
の方向

 高分解能化、プロセスの高度化

 格子間隔 o（100km）->o(10km）->o(1km）
 雲を詳細に表現する

 結合の拡大

 大気海洋結合モデル

 地球システムモデル

 影響評価モデル

 アンサンブル法における標本数の拡大

 数サンプルー＞１００サンプル



そこで、本プログラムでは

 基盤となる気候変動のメカニズムの解明と
、モデルの高度化

 気候モデルの結果を、具体的な課題に対
して応用してゆくための“橋渡し”の研究



プログラムの構造は





適応策の実施に際して

 地球温暖化による気候変動の影響の「見
える化」、具体的な対応策の提示

 様々な職業の人ととの対話

 適応の法制化に伴い適応策の展開

 温暖化対策として、緩和と適応の統合的な
推進

 適応に向けて行われていた研究（SI-CAT）
を取り込む
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本シンポジウムでは、

 適応策の策定に向けての課題や、具体的
な取り組みについて、考えてゆくこといした
いと思います。

 よろしくお願いします。


